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第
四
十
一
回
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
酪
農
発
表
大
会　

全
国
の
優
良
事
例
発
表
か
ら
を
学
ぶ七

月
十
二
～
十
三
日
　
神
戸
国
際
会
議
場

持
続
性
の
あ
る

牛
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
仲
間
と
と
も
に
達
成
し
た

一
万
kg
牛
群
～

江
本
洋
子
さ
ん（
徳
島
県
）

■
経
営
状
況

　

労
働
力
は
ご
夫
婦
・
ご
子
息
の
三
名
の
家

族
経
営
。
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
酪
農
を
は
じ

め
、
現
在
は
経
産
牛
頭
数
五
十
七
頭
。

　
広
酪
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ（
井
上
正
芳
委

員
長
）は
、
委
員
長
を
含
む
会
員
五
名
と
事

務
局
か
ら
加
藤
祐
一
技
師
・
伊
藤
泉
技
師
の

七
名
が
全
国
酪
農
発
表
大
会
に
参
加
し
、
全

国
各
地
域
の
優
良
事
例
等
を
学
び
ま
し
た
。

「
酪
農
経
営
発
表
の
部
」と
「
意
見
体
験
発
表

の
部
」そ
れ
ぞ
れ
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝

い
た
の
は
、
何
れ
の
部
も
北
海
道
の
発
表
者

で
し
た
。

　
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
か
ら
は
、
酪

農
経
営
発
表
の
部
に
徳
島
県
の
江
本
洋
子
さ

ん
、
意
見
・
体
験
発
表
の
部
で
は
、
鳥
取
県

の
山
下
敏
子
さ
ん
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
江
本
さ
ん
は
昨
年
、
三
次
市
酪

農
振
興
会
が
企
画
し
た
酪
農
研
修
会
で
講
師

に
招
い
た
渡
邊
徹
先
生
が
指
導
に
あ
た
ら
れ

た
酪
農
家
で
、
そ
の
経
営
状
況
を
紹
介
し
ま

す
。

乳
牛
の
能
力
ア
ッ
プ
は
牛
の
観
察
に
あ
り
!?

（
江
本
洋
子
さ
ん
）

■
規
模
拡
大
か
ら
経
営
悪
化

　

昭
和
五
十
四
年
に
四
十
三
頭
規
模
の
牛
舎

を
新
築
。
平
成
十
年
に
は
経
産
牛
が
四
十
頭

を
超
え
、
そ
の
頃
か
ら
長
期
不
受
胎
、
四
変
、

分
娩
後
の
事
故
増
加
、
食
い
止
り
、
低
カ
ル
、

廃
用
牛
の
増
加
な
ど
繁
殖
成
績
も
悪
化
し
、

経
営
状
況
も
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。

■
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
勉
強
会
に
参
加

　

平
成
十
三
年
頃
。
徳
島
県
酪
農
協
の
講

習
会
で
渡
邊
徹
先
生
の
「
儲
か
っ
て
い
ま
す

か
？
」の
勉
強
会
を
聞
く
機
会
と
、
同
時
に

親
戚
の
酪
農
家
か
ら
の
誘
い
も
あ
っ
て
、
夫

婦
同
伴
を
条
件
と
す
る
参
加
に
迷
い
な
が
ら

も
、「
悩
み
が
解
消
で
き
る
の
な
ら
ば
」と
嫌

が
る
夫
を
無
理
矢
理
連
れ
て
勉
強
会
に
参
加

さ
れ
た
。

■
結
果
が
出
ず
。
や
め
よ
う
か
と
も
・・・

　

最
初
は
給
餌
方
法
を
変
え
、
飼
槽
と
牛
床

等
を
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
年
、
分
娩
し

た
牛
は
次
々
に
病
気
に
な
り
、
結
果
に
も
結

び
つ
か
ず
、
勉
強
会
も
何
度
も
止
め
よ
う
と

思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
思
い
と
ど
ま
り
、「
と
に
か
く

牛
を
観
察
す
る
こ
と
」と
強
調
さ
れ
る
言
葉
と

指
導
に
感
化
さ
れ
、
毎
日
五
分
の
観
察
か
ら

始
め
ら
れ
た
。
牛
を
見
て
、
昨
日
と
の
変
化
、

調
子
は
ど
う
か
を
徹
底
し
て
観
察
さ
れ
た
。

560名
参加
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■
違
い
の
分
か
る
酪
農
家
を
目
指
し
て

　

夫
婦
共
に
牛
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
功

を
奏
し
て
、
少
し
の
変
化
も
気
づ
く
よ
う
に

な
ら
れ
た
。
牛
舎
で
牛
が
ど
の
よ
う
な
状
態

か
を
勉
強
す
る
内
に
、
二
人
で
積
極
的
に
勉

強
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
。ま
た
、

仲
間
の
牧
場
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
育
成

管
理
の
違
い
に
気
づ
き
、
育
成
を
基
本
と
し

た
牛
づ
く
り
を
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は

二
年
以
上
も
後
に
現
れ
、
餌
を
食
い
込
め
る

牛
づ
く
り
が
出
来
、
乳
量
も
少
し
ず
つ
増
加

し
て
行
っ
た
。

■
牛
群
検
定
の
ス
ス
メ
か
ら

　

ご
子
息
が
学
ぶ
農
業
大
学
校
か
ら
の
勧
め

で
牛
群
検
定
に
参
加
。
勉
強
会
で
は
成
績
表

の
見
方
を
教
わ
り
、
牛
の
観
察
や
デ
ー
タ
の

活
用
か
ら
牛
が
健
康
に
な
る
た
め
の
飼
料
給

与
や
管
理
に
つ
い
て
毎
月
検
討
し
、
そ
の
晩

か
ら
直
ち
に
実
践
さ
れ
た
。

　

参
加
者
が
互
い
に
指
摘
し
合
う
切
磋
琢
磨

の
関
係
に
よ
る
情
報
交
換
か
ら
、
勉
強
会
に

参
加
し
た
平
成
十
三
年
の
経
産
牛
一
頭
あ
た

り
乳
量
六
千
九
百
㎏
か
ら
、
平
成
十
八
年
に

は
一
万
㎏
を
超
え
、
五
年
で
三
千
㎏
も
増
加

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
あ
っ
た
。

■
高
乳
量
牛
の
増
加
で
管
理
が
楽
に

　

一
頭
あ
た
り
の
乳
量
が
増
加
す
る
と
共

に
、
四
十
kg
以
上
の
高
乳
量
を
続
け
る
牛
が

増
え
、
牛
群
管
理
が
良
く
な
る
に
連
れ
て
、

四
十
kg
以
上
の
乳
量
を
五
か
月
以
上
続
け
る

牛
が
多
く
な
っ
た
。
四
十
kg
以
上
を
五
か
月

以
上
続
け
た
牛
の
経
産
牛
の
分
娩
頭
数
に
対

す
る
割
合
は
年
々
増
加
し
、
四
十
kg
台
の
乳

量
が
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
乳
量
の

牛
が
多
く
な
り
、
管
理
が
し
や
す
い
牛
群
を

揃
え
て
こ
ら
れ
た
。

■
成
績
向
上
を
実
現
さ
れ
た

　
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
飼
料
給
与

　

飼
料
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
消
化
の
こ
と
を

考
慮
し
、
粗
飼
料
を
一
頭
ず
つ
計
量
、
反
芻

開
始
前
に
濃
厚
飼
料
給
与
と
い
っ
た
飼
料
給

与
の
順
番
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え
た
こ
と
に

よ
り
、
採
食
量
が
増
加
し
た
。

②
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
の
実
施

　

ス
テ
ン
レ
ス
飼
槽
、
二
頭
式
連
続
水
槽
、

ウ
レ
タ
ン
性
の
牛
床
マ
ッ
ト
、
暑
熱
対
策
と

し
て
送
風
機
は
二
頭
に
一
台
を
設
置
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
疾
病
の
減
少
と
ス
ト
レ
ス
軽
減

に
よ
る
飼
料
吸
収
率
が
向
上
し
た
。

③
牛
を
健
康
に

　

分
娩
後
の
立
ち
上
が
り
も
良
好
で
、
泌
乳

ピ
ー
ク
の
持
続
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来

た
。

■
今
後
の
展
望

　

江
本
さ
ん
は
、「
今
後
も
現
状
を
維
持
し
、

高
乳
量
の
持
続
性
の
長
い
牛
を
揃
え
る
経
営

を
続
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
は
購
入

飼
料
中
心
の
経
営
体
で
あ
る
が
、
昨
今
の
飼

料
高
も
鑑
み
、
河
川
敷
の
飼
料
作
付
け
や
地

元
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合
が
取
り
組
ん

で
い
る
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
の
利
用
な
ど
自

給
飼
料
生
産
に
も
取
り
組
み
、
自
ら
家
族
の

健
康
の
こ
と
も
考
え
、
自
動
給
餌
機
、
北
海

道
預
託
等
、
ゆ
と
り
あ
る
経
営
に
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
、
発
表
の
最
後
に
「
今
あ
る
酪

農
経
営
、
そ
し
て
、
頑
張
れ
る
の
は
渡
邊
先

生
や
支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
く
れ
る
こ

と
」と
感
謝
の
言
葉
を
添
え
ら
れ
た
。

　

江
本
さ
ん
の
経
営
改
善
は
、
勉
強
会
参
加

を
一
旦
は
断
念
し
よ
う
と
思
い
を
巡
ら
さ
れ

た
が
、
牛
の
観
察
を
継
続
し
た
こ
と
か
ら
、

牛
の
変
化
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

が
今
の
酪
農
経
営
に
結
び
つ
き
、
仲
間
と
の

切
磋
琢
磨
も
加
わ
り
、
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

江
本
さ
ん
は
、
息
子
さ
ん
に
経
営
移
譲
し

た
後
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
、
こ
れ

ま
で
出
来
な
か
っ
た
旅
行
に
行
き
た
い
と

「
ゆ
と
り
あ
る
酪
農
」を
夢
見
て
、
今
日
も
牛

の
観
察
を
続
け
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

メンバーズクラブの窓

広島からの参加者


